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史跡志波城跡は盛岡市の南西部、太田地区に所在する古代の城柵遺跡です。昭和59年に

国史跡の指定を受け、当市教育委員会では用地取得事業、保存整備事業をすすめておりま

す。第 I期保存整備事業として復元された外郭南門および外郭南辺周辺は「志波城古代公

園」として多くの方々のご来訪をいただいておりますとともに、平成12年度からは第E期

保存整備事業に着手し、政庁周辺の整備および発掘調査を継続しております。現在では、

政庁・官街域の復元整備とその公開をすすめ、平成19年10月には南東官街域に宮街建物を

復元し、内部には政庁官街域に関する展示施設を整備し、多くの方々のご来訪をいただい

ております。

さて、平成17.18年度の発掘調査は、南東官街域の主要な建物の確認と官街域の広がり

を把握できたことをはじめとした貴重な成果をあげることができました。本書は、その調

査概報として資料の呈示を意図してまとめたものですが、市民の皆様をはじめ、学校や関

係機関・研究者等の方々に活用していただければ幸いと存じます。

最後になりましたが、発掘調査を実施するにあたり、ご指導やご助言を賜りました文化

庁記念物課ならびに岩手県教育委員会生涯学習丈化課、史跡整備委員会の先生方に対し

て、深く感謝を申し上げるとともに、ご理解とご協力を頂いた地権者各位ならびに地元関

係者の皆様に厚く御礼申し上げます。

平成20年3月

盛岡市教育委員会

教育長八巻恒雄



例

本書は，岩手県盛岡市下太田方八丁・新堰端ほかに所在する 志波城跡の平成17・18年度発掘調査概

報である。

本書の執筆編集は，盛岡市教育委員会歴史文化課(遺跡の学び館)の今野公顕があたり，室野秀文，

菊地幸裕，神原雄一郎，佐々木亮二，鈴木賢治，浅沼のぞみ，および同事務局の津嶋知弘，千田和文，

三浦陽一，花井正香と協議して編集した。

遺構平面位置は，平面直角座標X系を座標変換した調査座標で表示した。
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-調査座標軸は第X系に準じる。
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-世界測地系調査座標原点 X -34，692.299 

高さは標高値をそのまま使用している。

-日本測地系調査座標原点

土層図は堆積のしかたを重視し，線の太さを使い分けた。土層注記は層理ごとに本文でふれ，個々の

層位については割愛した。層相の観察にあたっては『新版標準土色帖j(1994小山正忠・竹原秀雄)
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を参

考にした。

遺構記号・番号は次のとおりとした。6 

00l~099 

100~199 

200~499 

500~599 

800~899 

外郭築地線より外側の遺構

外郭築地親および付属遺構

外郭築地線より内側の遺構

政庁地区の遺構

中世以降の遺構

遺構記号
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井
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地
一
一筑木一

遺構記号

建物跡

下 2 桁1O~29

下 2 桁 30~49

下 2 桁 50~69

下 2 桁 70~89

南辺に関する遺構

東辺に関する遺構

北辺に関する遺構

西辺に関する遺構

イリ一

K
一
X

C
L

一Q
U

一Q
U

一穴一
一
竪
一
他

・
一
の

一
坑
一
そ

一士一

竪穴住居跡

平面図は遺構によって，線種を以下のように使い分けた。

圃圃白幽圃圃圃

遺構 実線 破線

. 幽 . . 圃
古代の地業跡

一点鎖線

--・・----_....・
中世以降の遺構

三点鎖線

7 

両妻の棟持柱の中心を結んだ建物の棟方向は，建築時に意図したと考えられる棟の方向をあらわし

線， もしくは両妻の中間点を結んだ線の方向の傾きを示した。

古代の土器区分は，須恵器・土師器・あかやき土器に分類した。

発掘調査にともなう出土遺物および諸記録は 盛岡市遺跡の学び館で保管している。
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11 調査成果の一部については.r現地説明会資料』や『古代城柵官街遺跡検討会資料集』などに報告して
いるが，本書の記載内容をもって訂正する。

12 本遺跡発掘調査関係の丈献には下記のものがあり，その略称を次のとおりとした。

盛岡市教育委員会(各年度末刊行)

『太田方八丁遺跡 昭和52年度発掘調査概報-j (3~6次) ..……ー……………・・『方八丁概報77j

f太田方八丁遺跡一昭和53年度発掘調査概報-j (7~9次)…・………………・…・『方八了概報78j

『太田方八丁遺跡一昭和54年度発掘調査概報-j (11~14次)…………・…………・『方八丁概報79j

『志波城跡I一太田方八丁遺跡範囲確認調査報告-j(1981年3月刊行)ー…・…………『志波城跡u
『志波城跡一昭和55年度発掘調査概報一j(15~17次) ........・…ー…ー……………・『志波城概報80j

『志波城跡一昭和56年度発掘調査概報-j (18~20 ・ 23 ・ 24次)………………….r志波城概報8U
『志波城跡一昭和57年度発掘調査概報-j(21 ~23次補足. 25~27) ・・…………・…『志波城概報 82j

『志波城跡一昭和58年度発掘調査概報-j (28~30次)…・・……・…・……………一『志波城概報 83j

『志波城跡 昭和59年度発掘調査概報 j (31 ~34次)・・…・…・-……-…・・……『志波城概報84j

『志波城跡 昭和60年度発掘調査概報 j(35・36次)・……一..........................r志波城概報85j
『志波城跡 昭和61年度発掘調査概報 j(37次)・…・……….........一一..........r志波城概報86j
『志波城跡 昭和62年度発掘調査概報 j (38~41次)ー…・-…-…・…・・・・一一『志波城概報 87j

『志波城跡 昭和63年度発掘調査概報-j (42~47次)………・…・・…・……ー………『志波城概報 88j

『志波城跡一平成元年度発掘調査概報-j(48・49次)……………・…・………….r志波城概報89j
『志波城跡一平成2年度発掘調査概報-j (50~54次) ...・…-・・・………・・…………f志波城概報90j

『志波城跡一平成3年度発掘調査概報-j (55~57次) ....一…ー………・…・…ー・…『志波城概報9U

『志波城跡一平成4年度発掘調査概報-j(58・59次).一-………………ー………『志波城概報92j

『志波城跡一平成5年度発掘調査概報 j (58次補足.61~63次)・…・……・…・…ー『志波城概報 93j

『志波城跡一平成6年度発掘調査概報 j (63次補足.64~67次)・……・・………・『志波城概報 94j

『志波城跡一平成7年度発掘調査概報 j (68~71次)…・・・……・・……・・……・…・一 .r志波城概報95j

『志波城跡 平成8・9・10年度発掘調査概報 j(72~82次) ・…・…・・…………・『志波城概報99j

『志波城跡平成11~14年度発掘調査概報-j (85~93次)…-…ー……・……….r志波城概報03j
『志波城跡 平成15・16年度発掘調査概報-j (94~97次)・一一・・・…・………・……『志波城概報 05j

岩手県教育委員会 (1982年3月刊行)

『東北縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告書xm一太田方八丁遺跡(志波城跡)-j 
... r志波城跡1・2次』

岩手県丈化振興事業団埋蔵文化財センター (1982年10月刊行)

『志波城跡発掘調査報告書一太田地区県営圃場整備事業関係発掘調査』

.. r志波城跡21・22次J
13 掘立柱建物跡については『古代の官街遺跡 I遺構編j(2003 奈良丈化財研究所)を参考にした。

14 鉄製品については，赤沼英男氏(岩手県立博物館)にご教授いただいた。また出土鉄関連資料につい

て，第N章にご寄稿いただいた。
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I 調査経過

志波城跡の概要

立 地 志波城跡は，盛岡市の南西部，下太田方八丁・新堰端ほかに所在する(第 l図)。

地 形 遺跡、は北上川と雫石川が作り出す低位沖積段正面に立地する。遺跡の北側を東に流れる雫石
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川が北上川と合流するまでの南岸では，雫石川の流路転換によって形成された幾筋もの旧河道

と沖積段正がみとめられる。 I日河道は，連続する大きなものが4条あり，そのほか細かい網状

のものも多く見られ，大きな旧河道の南岸には河岸段正が形成されている。この河岸段丘は，
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第 1函志波城跡位置図 (1: 100，000) 
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南側から現河道に向かつて低くなっており?可道が北進したことを物語っている。遺跡の立地

する沖積段Eは，水成砂蝶層を基底とし，その上に水成シルト層が乗り，表土が覆っている。

基本層はおおむねこの3層に分けられるが，地点によって 砂喋層の上面高および層厚や層

相は大きく異なる。すなわち この沖積段丘は，雫石川が周辺の山地から供給される砂喋やシル

トによって堆積され，河道の定まらない雫石川による下刻や堆積が繰り返されたものといえる。

環 境 この地域は，現在は多くの水田・畑が営まれる平坦地が広がり，北上川沿いには南の北上・

胆沢方面，雫石川沿いには西の秋田方面と連絡できる交通の要衝に位置し沖積段丘上には奈

良・平安時代の集落遺跡や末期古墳などが多く分布する。古代から肥沃な農地として，また交

通の要舗として恵まれた地域であったと考えられる。

歴史的経緯 志波城は，奈良・平安時代に東北地方に造営された「城柵」のひとつである。古代日本の律

令制度は，全国の土地と人民を朝廷が直接支配する中央集権体制であり，全国を国郡里という

行政単位で治めていたが，東北地方北半はその範囲外であり，人々は蝦夷(エミシ)と呼ばれ，

化外の民とみなされていた。城柵はその東北地方を治めるために朝廷が造営した行政府で，文

献では20以上の名前が確認される。陸奥田では，神亀元 (724)年に多賀城(宮城県)が築か

れ， 8世紀後半代までに今の宮城県北部までが，律令支配下に組み込まれたものと考えられて

いる。延暦21(802)年に胆沢城(奥州市)が造営され，志波城はその翌年の延暦22(803)年

に造営された。しかし志波城は雫石川の氾濫による水害を理由に，約10年後には約lOkm南に

新しく造営された徳丹城(矢巾町)に主な機能を移転している。これまでの調査で，志波城は

20数ヶ所築かれた城柵のうちで陸奥国最北に位置し 外郭規模は陸奥国府であった多賀城跡に

匹敵することが判明していることから 平安時代初頭の東北経営の最前線拠点であったといえ

る。

2 これまでの調査

調査経緯 志波城跡はかつて字名より「太田方八丁遺跡」と呼ばれており，前九年合戦時の源氏の陣場

2 

跡や古戦場として伝承されてきた。一方， I志波城」は『日本紀略j延暦22(803)年2月の条

に「造志波城所J，同3月には「造志波城使・・・坂上田村麿・ー」との記述が見られ，古くから所

在地不明な城柵として，花巻市や紫波町など各地に擬定地があった。

本遺跡、の本格的な発掘調査は，昭和51・52年度の東北縦貫自動車道建設にともなう調査(岩

手県教育委員会)を契機として始まった。この調査では，築地塀跡や大溝跡，竪穴住居跡群な

どが検出され，太田方八丁遺跡は所在地が不明であった志波城跡ではないかと注目を集めた。

それを受け，盛岡市教育委員会は，昭和52~54年度に範囲確認調査(第 l 次 3 ヶ年計画)を実

施し，本遺跡の範囲・規模などの基本構造が明らかになり，志波城跡であると認定された。そ

の後，昭和59年には国指定史跡としての告示を受けた。

この成果をふまえ，昭和55~59年度には，本遺跡を史跡として恒久的に保存し，盛岡のみな

らず東北の古代史の解明と史跡の積極的な活用を図る史跡整備の基礎資料を得ることを目的と

した発掘調査を継続した(第2次5ヶ年計画)。この結呆，志波城跡の古代城柵としての共通性

と，陸奥田最北端の城柵としての独自性を明らかにした。



これまで

の調査

外郭規模

昭和60年~平成元年度には，史跡整備案を具体化するための本格的な資料収集を目的として，

主要殿舎と政庁南東宮街域の確認，外郭南辺部の構造解明のための調査を実施し(第3次5ヶ

年計画).昭和63年度には「保存管理計画Jを策定した。

その後，平成 2~8 年度は，第 I 期保存整備事業にともなう外郭南辺部・南大路の構造解明

と政庁東方官街域範囲確認の調査を実施し，平成9年度からは第E期保存整備事業にともなう

政庁・官街域の構造解明を目的とした調査を継続している。

平成5年度からは，上記の調査の成果を踏まえ，外郭南門・築地塀・櫓・大路などの整備を

開始し，平成9年には「志波城古代公園」として開園，年間約 l万人以上の米訪者を数えてい

る。

発掘調査は，昭和51年度から平成18年度まで. 100次. 165.0721討を対象とし，遺跡総面積約

750.000mのうちの22.01%を調査している(第2図)。

外郭規模は.840m四方(方八町)の築地塀と928m四方の土塁をともなう外大溝で二重に区

画されている。その規模は，陸奥国府多賀城跡(不整方八町)に匹敵するものである。また，

志波城跡、の北東に隣接した林崎遺跡と，南に隣接する田貝遺跡・新堰端遺跡においては，外郭

築地線からそれぞれ外側 l町(約108m)に大溝を確認しており，その埋土や出土遺物が外大溝

のものに酷似していることから，外大溝の外側に，さらに 1条の区画溝をともなっていたと考

えられる。

構 造 郭内は，中心のやや南寄りに「政庁J.その周囲には実務を執り行った「官街域J.外郭築地

塀のすぐ内側 l町(約108m)幅で兵舎や工房としての機能を持つ「竪穴住居Jが配置されていた。

政 庁 中枢施設である政庁は.150m四方を築地塀で区画し，四方に門を持つO この政庁規模は，胆

沢城跡の3倍，多賀城跡の2倍の面積であり，城柵最大規模である。政庁では，四方の門跡，

正殿跡・東西脇殿跡のほか11棟の建物跡と 目隠塀跡などの柱列跡を確認している。政庁内部

北側の規格的に配置された建物跡は 志波城の特徴のひとつといえる。

官 衛 官街は政庁の南東方・南西方・東方に 掘立柱建物跡・竪穴住居跡などの遺構を確認してい

る。政庁・官街域の主要な掘立柱建物は 柱を抜き取られており 徳丹城へ運ばれた可能性も

指摘されている。

竪穴住居 竪穴住居はこれまでの調査の遺構密度から UOO~2.200棟ほど存在したと考えられる。郭内

に多数の竪穴住居を内包している点は 志波城の大きな特徴のひとつとなっている。竪穴住居

跡からは，武具や農工具(鍛・小札・馬具・鎌・斧・釘)などの鉄製品が多数出土している。

また. I佐肱J(新潟県・越後国頚城郡か). I上総J(千葉県). I酒所J.I厨Jといった墨書土器

も出土している。

なお，志波城の基準尺は. 1尺キ0.3mで、ある。

3 平成17・18年度の調査

平成17・18年度は，第98・99・100次の3地点，計1.369mの調査を実施した(第1表)。

このうち，史跡の現状変更にともなう調査が第98・99次の2地点，第E期保存整備事業にと

もなう内容確認調査が第100次の2地点 (A区 .B区)である。
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年度 次数 調査地点 調査原因 調査主体 面積(rrl) 調査期間 主な検出遺構

17 98 郭内北東部 個人住宅下水配管 市教委 42 05.09.27 ~09.28 小ピット

99 郭内北東部 個人住宅下水配管 市教委 36 06.07.24~ 10.24 外大溝1条，小ピット

18 
南東官街域 掘立柱建物跡1，竪穴

100 
政庁北部

内容確認 市教委 1.291 06.09.l3~ 11.24 
住居跡1，小ピット群

計 1.369 

第 1表平成17・18年度調査成果一覧

200m 

第 2図志波城跡全体図 (1: 8，000) 
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4 調査体制

[調査主体] 盛岡市教育委員会教育長八巻恒雄

[調査総括] 盛岡市教育委員会 文化課 (~18年度) ，歴史文化課 (19年度~)

課長武石幸久

[事務局] 課長補佐武藤英富

文化財係長 (~18年度)・副主幹 (19年度~) 千田和文

文化財主査津嶋知弘 文化財主任神原雄一郎 (17年度)，三浦陽一 (18年度~)，

文化財主事花井正香 文化財調査員 中村晶子，鎌田聖美，高橋史

[調査機関] 盛岡市遺跡の学び館 (~18年度)，歴史文化課 (19年度~ 遺跡の学び館担当)

館長三浦晃 (~18年度) ，武石幸久 (19年度~歴史文化課長兼務)

館長補佐佐藤和男 (19年度~歴史文化課長補佐兼務)， 主査杉浦雄治，

文化財調査員 永田雄介 (17年度)，吉田里和 (18年度~)

学芸調査員 鷹砦あゆみ，相馬容子 (19年度~)，

[調 査] 盛岡市遺跡の学ぴ館 (~18年度)，歴史文化課 (19年度~遺跡の学ぴ館担当)

文化財主査室野秀文， 文化財主任 三浦陽一 (17年度)，神原雄一郎 (18年度~)

文化財主事今野公顕，佐々木亮二

文化財調査員 粛藤麻紀子(17年度)，松川光海 (~18年度)，鈴木賢治 (18年度~)

浅沼のぞみ (19年度~)

発掘調査の実施にあたり 下記の方々の協力を得た。記して感謝申し上げる。(敬称略)

[発掘調査・整理作業] (50音順)

天沼芳子，工藤エキ，熊谷あさ子，斉藤幸恵，佐藤公一，竹花栄子，千葉ふさ子，

樋口泰子，平賀異理子藤原亮子，南幅洋子 武蔵照子，山下摩由美

[地権者] 岩泉長一

[史跡整備委員]

[助言]

工藤圭章(顧問)，上野邦一(委員長)，西村幸夫，山中敏史，小井川和夫，田中哲雄，

太田昭，藤原仁右エ門 (17年度)，樋下正信 (18年度~)，嶋千秋

赤沼英男(岩手県立博物館)，伊藤博幸(奥州市埋蔵文化財調査センター)， 

工藤雅樹(前東北歴史博物館館長)，小松正夫(秋田市教育委員会)， 

高橋学(秋田県教育庁払田柵跡調査事務所)，西野修(矢巾町教育委員会)
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これまで
の調査

H 調査内容

外郭東辺北部(第98・99次調査)

外郭東辺の調査はこれまで，第6・11・23・28・42次調査 (W方八丁概報77j. w同79j. r志波
城概報8U・『同83j・『同88j)において実施している。築地そのものの検出はないが，築地内外

溝・外大溝などを検出している。

第98次.99次の両調査区は，政庁築地線北東角より北東へ約440mの下水道管敷設および個人

住宅敷地内下水道配管工事にともなう事前調査である。一部撹乱や削平を受けており，検出面

は表土直下の砂牒層もしくは褐色シルト層であった。

検出遺構 検出遺構は東辺外大溝跡1条 (SD030) 溝跡1条 (SD824)である。表土や検出面から土師

器の摩滅した破片が出土した。また，宅内配管分工事(99次)部分に検出したSD030外大溝跡は，

工事掘削深度から約40cm下命までの精査を実施し，遺構埋土下半は保存されている。

S 0030溝跡(第3図)

位置・規模 調査区北西端部に検出した東辺外大溝跡である。北側と南側は調査区外へ延び、ている。検出

した上端幅は5.lm.検出面からの深さはO.5m以上，検出した全長は1.6mをはかる。壁は外傾し

ながら立ち上がる。検出できなかったが，上端付近で大きく広がる可能性がある。

埋 土 基底層の砂蝶層を掘り込んで構築されており，埋土は自然堆積であり，概ね3層に分層でき

る。 A層は暗褐色~黒褐色土を主体に褐色土を粉状に，砂蝶層および径3cm程度の小礁をわず

かに含む。 B層は暗褐色土に黄褐色シルトおよび褐色砂層を多く含む。径5~lOcm程度の礁を

含む。特にB2層は褐色シルトおよび砂が主体である。 C層は暗褐色土を主体とし，径5~lOcm 

程度の磯含む。特にC8層は暗褐色土を主体とするが，褐色土と径5~lOcm程度の礁を含む。

西側に土塁状に盛り上げられていた外大溝掘削時の廃土および壁面の崩壊土の可能性が考えら

れる。

出土遺物 摩滅したあかやき土器の小破片が検出面およびA層から出土した。

S 0824溝跡(第4図)

位置・規模 調査区北西端部に検出した溝跡である。 SD824溝跡の幅はO.6~O.8m. 検出面からの深さは約

O.6m. 上端幅は1.9~2.0m. 検出面からの深さは約O.6m をはかる。

埋 土 埋土は自然堆積で，黒褐色~暗褐色土を主体に褐色土を含むものである。出土遺物はない。

時 期 旧表土上面から掘り込まれていることと，埋土の状況から，近世以降の溝跡と考えられる。

6 
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A区)南東官街域(第100次調査2 

南西官街域は，これまで第27・31・36・45次調査 (r志波城概報82.]. r同84.]. r同85.]・『同
88.])を実施しており，掘立柱建物跡12棟，竪穴住居跡2棟，溝跡，土坑などを検出している。

本調査区は，第20次調査区の南，第36次調査区の東に隣接し，南東官街域建物群の広がりを

確認することを目的に設定した。調査区は旧リンゴ畑であり 根撹乱や耕作による撹乱が顕著

これまで

の調査
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にみられ，遺構の掘り込み面は削平されていた。遺構は表土直下の暗褐色土~褐色シルトおよ

び砂磯層で検出された。検出した遺構は掘立柱建物跡 l棟(SB255)，竪穴住居跡l棟(SI460)， 

小ピット群である(第5図)。

なお，調査は遺構検出を中心とし，一部のみ精査を行った。

S 8255掘立柱建物跡(第6図)

位 置 調査区南西部に検出した南北棟の掘立柱建物跡である。政庁南辺築地線とSB255掘立建物跡

北梁行柱筋の距離は約20mをはかる。また第36次調査で検出LたSB231掘立柱建物跡東側桁行

柱筋とSB255掘立建物跡西側桁行柱筋の距離は 8m前後をはかる。

規 模 建物は桁行5間，梁行2聞の身舎東西2面に，桁行5間分の府が付く。桁行の総長12m(40 

尺)，柱聞が2.4m (8尺)等間，梁行の総長5.lm (17尺)，柱聞が2.55m(8.5尺)等聞をはかる。

痛の柱聞は東西桁行柱筋から2.lm (7尺)とみられる。

棟方向 建物棟方向の傾きはN4.50 E を示す。掘方は一辺1.0~1.5mの不整方形を呈する。掘方6・

掘 方 7・20・21を半裁し精査した。検出面から底面までの深さは，掘方6が0.7m，掘方7が1.04m，

掘方20が0.87m，掘方21が0.89mをはかる。底面は身舎入側柱掘方と考えられる掘方?と20はほ

柱圧痕 ぼ平坦で，府側柱の掘方と考えられる掘方 6 と 21の底面は直径15~20cmほど (5 ~ 7寸)が若

干くぼみ，柱の庄痕が確認できる。いずれも砂蝶層にまで達しておらず，褐色シルト層内に収

まっている。

埋 土 埋土は大きく 3層に大別できる。 A層は抜き取り穴上部の自然堆積土で，黒色~暗褐色土を

主体に褐色シルトを粉状に含む。上層では白色粘土をわずかに含む。 B層は抜取穴内部に埋め

戻された人為堆積土で 暗褐色土黒色土褐色シルトを粒~細かい塊状に含む。 C層は掘方

埋土で，褐色シルトに暗褐色土・黒色土および砂礁を粉~粒~塊状に含むもので，粗い版築状

を呈し固くしまる。

抜取穴 抜取穴は全ての掘方に確認した。身舎北梁行の掘方7・13・15は北側から，そのほかは全て

南側から，不整長楕円形および不整方形状に掘込まれ柱が抜き取られたものと考えられる。半

裁精査した掘方のうち 掘方6・7・21の抜取穴は掘方底面よりも深く掘り込まれているが，

掘方20は底面まで達していない。

床 東 建物内部と掘方周辺に怪0.25~0.4mほどの小ピットを検出した。明確に足場穴と推定される

ピットは検出されなかったが，身舎内部中心線上に 2日の小ピット27・28に関しては，それぞ

れ掘方9-17，掘方10-18を結んだ線上の中心にあたる。床束など本建物跡に付随する施設跡

の可能性がある。

出土遺物 掘方や抜取穴およびその周辺の検出面から，須恵器杯・あかやき土器杯，墨書土器(あかや

10 

き土器杯の底部に墨痕・判読不明)，鉄製品(万子?)，鉄j宰(塊状鉄淳・鉄塊系資料(銑鉄残

淳)・鉄i宰と溶融粘土)，土製品(輔羽口)，白色粘土塊が出土した。土器や鉄製品は小破片であ

り図示できなかった。鉄i宰は14点出土した。
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小ピット群(第6図)

位置・規模 S B255掘立柱建物跡の東側に検出した小ピット群である。 3口を半裁精査した。検出面から

の深さは40~60cm，柱痕跡径は約1O~15cmで、あった。 A層は黒褐色土の自然堆積土， B層は柱

痕跡で，暗褐色土と黄褐色土， C層は黒褐色土に粒~塊状の黄褐色土を含む人為堆積土である。

配列から柱列跡ととらえた場合 SB255掘立建物跡東側桁行柱筋との距離は4.8m(16尺)，方向

の傾きはN2"E前後である。柱列跡ととらえてよいかなど詳細ついては検討を要するが， S B 

255掘立柱建物跡に近接し 方向が近似することから，塀跡などの可能性も考えられる。

S I 460竪穴住居跡(第5図)

位置・規模 調査区南西隅に検出した竪穴住居跡である。東辺の一部のみを検出した。規模は一辺約 6m

と考えられる。かまどは東向きに 2時期ある可能性がある。検出面からあかやき土器の小破片

が出土した。

出土遺物(第2表)

鉄 津 S B255掘立柱建物跡周辺の表土中および検出面から，鉄津系資料(境形i宰・域形淳と溶融粘

これまで
の謂査

土・鉄j宰)が9点出土した。

3 政庁北方(第100次調査 B区)

政庁北方域は，これまで第34・91次調査 (r志波城概報84j. r同03j)などを実施しており，
北大路側溝，築地線外溝，溝跡，土坑などを検出している。

今次調査区は第91次調査区の北に位置し志波城跡保存整備事業にともない政庁北方におけ

る遺構の広がりを確認することを目的に設定した。調査区は旧畑地であった。

遺構検出 遺構の検出作業は，耕作土等表土下の暗褐色土・褐色シルト層で、行ったが，遺構遺物は検出

されなかった。今次調査区内には，遺構が存在しないことを確認した。(第2図)
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番号 出土位置 資料名 法量(cm) 重量(g)

l ① S B255 掘方2 検出面 塊状鉄i宰 2.5 x l.5 7.18 

l ② S B255 掘方2 検出面 塊状鉄淳 l.7 x l.4 4目91

1 ③ S B255 掘方2 検出面 塊状鉄i宰 l.8 x 1.2 3.10 

S 
l ④ S B255 掘方2 検出面 塊状鉄j宰 l.8 x l.4 2.39 

B 2 
2 

S B255 掘方3 抜取穴検出面 鉄塊系資料(銑鉄残津) l.6 x l.3 2.71 

5 3 ① S B255 掘方8 検出面 鉄塊系資料(銑鉄残淳) 3.4 x 2.8 14.51 
5 

建物 3 ② S B255 掘方8 検出面 鉄塊系資料(銑鉄残淳) l.9 x 1.5 2.92 

跡 4 S B255 掘方8 抜取穴検出面 鉄i宰+溶融粘土 2.3 x 2.1 2.51 

出 5 S B255 掘方9 西撹乱撹乱 石+鉄淳 2.5 x 2.1 9.57 
土

掘方10 抜取穴検出面 鉄j宰+溶融粘土鉄 6 S B255 l.lxl.l 0.33 
i宰
7 S B255 掘方16 検出面 鉄i宰 2.3 x 2.0 4.85 

9 S B255 掘方22 検出面 鉄j宰+溶融粘土 3.3 x 3.1 9.77 

10 S B255 掘方8 検出面 鉄塊系資料(銑鉄残浮) l.9 x l.8 4.00 

11 S B255 掘方8 検出面 鉄j宰+溶融粘土 2.6 x l.9 2.50 
L 一一一

4 RX-204 RY+114 検出面 鉄j宰+溶融粘土 2.7x 2.6 7.12 

構外遺

6 ① RX-200 RY+114 I a 層 域形淳 7.6 x 5.8 135.62 

6 ② RX-200 RY+114 Ia 層 鉄j宰 2.2x 1.8 2.29 

ビ 6 ③ RX-200 RY+114 I a層 鉄j宰 1.8 x l.7 1.22 
ツ
6 ④ RX-200 RY+114 I a 層 鉄j宰 1.4 x l.2 1.16 ト

出
9 RX-208 RY+114 検出面 塊形淳+溶融粘土 7.2 x4.8 70.03 

土 10 RX-208 RY+116 検出面 椀形淳 5.8 x 4.2 40.63 
鉄浮
16 RX-214 RY+114 検出面 鉄i宰+溶融粘土? 1.5 x 1.1 0.85 

19 RX田118 RY+222 Pit 1 検出面 鉄i宰 1.7 x l.3 0.89 

第2表 第100次調査出土鉄津系資料一覧
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第98・99
次調査

E 調査のまとめ

第98""'1 00次調査のまとめ

平成17 ・ 18年度は，第98~100次調査を実施し，第E章に述べた結果が得られた。内容確認調

査においては，遺構検出を中心とし 一部のみ掘り下げを行った。

以下各次調査内容を総括する。

外郭東辺北部で実施した第98・99次調査では， S D030東辺外大溝跡を検出した。調査面積が

狭いため詳細は不明だが，これまでの調査成果とおおきく異なる点はない。埋土上層に喋や褐

色土を多く含んで、おり S D030外大溝掘削時の廃土を外側に盛り上げ，土塁状になっていた可

能性もある。この調査地点にSD030外大溝が延びていることは想定されていたが，それを確認

したことが成果といえよう。

第100次 南東官街域東部の遺構のあり方を確認するために実施した第100次調査 (A区)では， S B 

謂査 255掘立柱建物跡， S 1460竪穴住居跡，小ピット群を確認した。調査区西部に集中して遺構が

検出され，調査区東部から北部には遺構は確認できなかったことから，本調査区は南東官街域

の東端部といえる。これまで志波域内でもっとも充実した官街ブロックを形成していた場所と

考えられてきた南東官街域の広がりを把握できた。

S 8255 S B255掘立柱建物跡は，桁行5間・梁行2間の身舎東西2面に 桁行5間分の廟が付く南北

棟である。桁行総長12m(40尺)・桁行柱間2.4m(8尺)等間・梁行総長5.lm (17尺)・柱間

2目55m(8.5尺)等間・腐は東西に l間ずつ，桁行柱筋から2.lm (7尺)をはかる。身舎内部に

床束の可能性のある小柱穴を確認した。

以上から，本建物は南東宮街域の東端に位置し東西桁行にそれぞれ廟を持ち，かっ床張り

の可能性もあり，これまで官街域で検出されている建物跡のなかで最も格式の高い主要な機能

を果たした建物跡といえそうである。また，政庁南門から建物棟方向の傾きはN4S Eをしめ

す。これは南府を持つSB227建物跡と90。ふれていることから，計画的に配置されたものと考

えられる。

S 1460 S 1460竪穴住居跡は，調査区内に一部のみを検出したものである。本竪穴住居跡の西側には，

14 

S B232建物跡が検出されており，そのさらに西側にS1426竪穴住居跡が検出されている。 S

1426竪穴住居跡の煙道および煙出しがSB232建物跡と近接しており 同時存在は想定しにく

い。同時存在ではないと仮定すれば，規模や方向が近似する S1426とS1460は，時期的にも

近接し，同様の機能を担っていた可能性が想定できる。 S1426竪穴住居跡は，多量の鉄j宰が出

土しており，小鍛冶工房の可能性が指摘されている。また S 1426竪穴住居跡の南に検出され

ている S1424竪穴住居跡は，規模がS1426竪穴住居跡と近似し銅製碗や鉄製釘などが出土

している。以上から， S 1460竪穴住居跡も周辺で検出されている竪穴住居跡同様に，官街域の

施設として小鍛治なとやの役割を担っていた鉄関連工房の可能性がある。



2 南東宮街域の調査成果

今回報告した第100次調査では，これまで確認されていなかった南東官街域の東側への広がり

を確認することができた。これで南東宮街域においては，掘立柱建物跡15棟，竪穴住居跡8棟

などが確認されていることとなる。 以下，これまでの南東官街域の調査を簡単に総括したい。

竪穴住居跡

南東官街域における竪穴住居跡は，北部にS1424・426・460竪穴住居跡の 3棟(第31・36・

100次)，南部にS1 427~431竪穴住居跡の 5 棟(第38次) 計8棟が確認されている(r志波城
概報84.1r同85.1r同87.1)。南部のものは， S B233建物跡およびS1430竪穴住居跡から北部の
S 1426竪穴住居跡およびSB231建物跡にむかつて直線的に配置されている。北部のものは，

掘立柱建物跡に極めて近接して確認されている。また，南西官街域(第97次)にも南大路を中

心に左右対称になるような配置が取られていた可能性もある (r志波城概報05.1)。

規模は，南部のS1 427~431竪穴住居跡は2.35~4.41m程度で、あり，出土遺物も含めて外郭周

辺の竪穴住居域のものと大差がない。一方 北部のS1424・426・460竪穴住居跡は 8m内外の

規模をもち，埋土中や検出面周辺から多くの鉄淳が出土していることが特徴的である。以上の

ことから，計8棟の竪穴住居跡は，北部の3棟は小鍛冶などの工房としての施設を構成したも

の，南部の5棟はその特異な配置や近隣に総柱のSB233建物跡が存在することなどから，外郭

とは異なる何らかの役割を持った施設を構成した可能性が考えられる。

また，北部の3棟の竪穴住居跡群はいずれもかまどを東辺に構築している。 S1426竪穴住居

跡の1.4m東にはSB232建物跡の西梁行が確認されており，極めて近接して設置されている。

同様にSB232建物跡の西にはS1460竪穴住居跡が確認されている。煙道の長さや建物跡の軒

の出を考えると，同時に存在したとは考えにくい。 S1426竪穴住居跡は，廃棄直後の段階でS

K361土坑が掘り込まれており，竪穴住居跡廃棄後には，その跡地が何らかの形で活用されてい

たことが想定できる。このことから， S 1426竪穴住居跡はSB232建物跡よりも古く， S B232 

建物跡建築時には廃棄されていた可能性がある。 S1424および460竪穴住居跡も同様に考えた

場合，南東宮街域が掘立柱建物跡を中心として機能が充実する時期には，工房的な役割を担っ

ていたと考えられる大型の竪穴住居跡が撤去されたと考えられる。以上のことから，南東官街

域北部の竪穴住居跡は掘立柱建物群に先行して造営当初に営まれた工房群などの施設，南部の

ものは官街域を囲むように直線的に配置された何らかの施設と想定したい。

掘立柱建物跡

南東官街域では， 15棟の掘立柱建物跡が検出されている (SB220・221・222.223・225・

226・227・228・229・230・231・232・233・234・255)。このうち SB222・227.231・255建

物跡の4棟は，府をもつもので，長方形に広場を囲むように配置されている。またSB233建物

跡は桁行3間，梁行2聞をはかる総柱の建物跡である。

一部の建物の掘方に重複があることや棟方向などの特徴から 2時期の分類が考えられている

(似内・津嶋2002，r志波城概報85.1， r同03.1)。

15 



16 

官街I期建物棟方向 。o 30' ~90 30' と志波城跡中軸線と異なる
柱間す法桁行で9尺等間 6~7 尺等聞のものが多い

柱抜取 E期建物より抜取が少ない

官街E期建物 棟方向 6 0 30' ~ 7 0 30' と志波城跡中軸線に近似

柱聞す法桁行で 7~8尺等間のものが多い

柱抜取 抜取が多い

I期建物は，棟方向の傾きが志波城跡中軸線の傾きに揃わない。このうち， S B227・231・

255建物跡が刷のある規模の大きな建物であり，中心的な建物と考えられる。立期建物は，棟

方向の傾きが志波城跡中軸線とほぼ揃い，東官街にも建物が展開する。多くの柱が抜取られて

おり，解体され徳丹城へ部材が運ばれたことが想定される。

また，政庁内の建物についても，以下のように大別が考えられている。

政庁A群建物棟方向 6S と志波城跡中軸線と同一

柱聞す法 門以外桁梁行ともにほとんど10尺等間

柱抜取 抜取はすべて

政庁B群建物棟方向 6S と志波城跡中軸線と同一

柱閉す法桁梁行ともに10尺もしくは10.5尺等間

柱抜取 抜取は少ない

政庁C群建物棟方向 2 0 30' ~ 8 0 55' と中軸線と異なる

柱間す法 7 ~10.5尺で間尺が不同 平面形に歪みがあるものが多い

柱抜取 抜取は少ない

時期変遷

上記の建物分類をもとに，時期変遷案を提示してきた(似内・津嶋2002，r志波城概報851
『同03.1)。この変選案を元に，以下について検討した試案を提示する(第3表・第7図)。

-政庁域北部のSB533はa期にその東側の土坑と周囲をめぐる溝とともに整備される。 b期の

政庁域が機能しはじめるにともない撤去され S B531・532と東側の土坑が整備される。 c期

の機能充実とともにSB571・572・574が整備された。あわせて脇殿背後に後殿 (SB534・576)

が整備される。城柵としての機能整備とともに 官衛的機能の一部を政庁北部に整備したので

はないだろうか。

-官街域の大型竪穴住居はa期に工房等として機能する。南東官街域においては， S B231が管

理棟的な役割を持っていた可能性がある。なお南西官街域のS1457はかまどの方向や規模か

らa期に先行する可能性がある。

-官街域南部の 3x 2聞の総柱建物跡とともに，直線的に配置された竪穴住居群は，規模が外

郭竪穴住居跡群のものと大差が無く，なんらかの施設として機能したと考えられる。

・南東宮街域 I期建物は，棟方向の違いや配置から，小変遷を検討した。

-官街および、官街的機能を持った政庁建物は，主要な建物が撤去された後にも，一定期間は機

能し続けた可能性がある(弘仁2年間12月11日条『日本後紀Jによる)。



政
庁

南北
東部
官

街南

吉日

東
官
街

南
西
官
街

a期(造営期)

b期(完成期)

a 1期に政庁C群建物と工房である大型竪穴住居及びSB231が建築さ

れる o a 2期にそれらは撤去され棟方向の傾きが志波城跡中軸線と揃

わないSB255をはじめとした官街I期建物が建設される。政庁区画施設

建設以前の造営官庁(造志波城所)的な役割として主要殿舎に先行する。

政庁区画施設と SB534・576を除く政庁A群 .B群建物が完成し城

柵としての機能を開始する。それにともない政庁C群建物SA536， S B 

533・535・575・579が撤去され S B531・532が建築される。

c期(改修期) 政庁と官街の充実が図られる。政庁東西門が四脚門に，北門が八脚門

に改修される。正殿・脇殿の縁の改修がされる。脇殿の後殿的なSB534・

576及び政庁北西部SB571・572・574が建設される。南東官街域では多

くの官街 I期建物は残存するが， S B220・223が撤去され，官街E期建

物が建築。新たに東官街が建築される。

d期(廃城期) 主要殿舎である政庁A群建物の柱を抜取り解体。政庁B群 .c群建物

まとめ

も解体・放棄されたと考えられるが，官街的機能を持った政庁北部建物

群と官街建物の一部は， しばらく残存した可能性が高い。官街建物は，

主要なものは柱を抜取り解体しているが，柱の抜取が確認されていない

建物は残存した後に放棄されたもしくは柱が切断された可能性がある。

わずか10年余りで徳丹城に機能を移転した志波城は，建物の明確な時期差がとらえにくく，

造営から廃城・移転までの変遷を推測しにくい。他の城柵と比較し 政庁域の規模が大きいこ

と，政庁内部に建物が多いこと，官街域の建物配置が貧弱なことなどが大きな特徴といえる。

これらの志波城跡の特徴について幅広く検討を深めなければならない。大方のご批判やご指導

を賜れれば幸いである。(今野公顕)

[参考文献]

似内啓邦・津嶋知弘 2002 I志i皮城跡発掘調査の成果Jr第28回古代城榔官街遺跡検討会 資料集j

造営前
a嬬(造営期)

b期(完成期) c期(改修期) d期(廃城期)
a1期 a2期

5A536・5B533・575・535・579 5B531・532 ]口口
15B571・572・574 口日

5A511・5B510
5B500・540・580・530・550・570 (改修)5B500・540・580・530・550・570

5B534・576

5B220・223・225・226・230 5B221・222・234
5B228 5B229 

5B231 5B227・229・232・255/5A256
51424・426・460

5B233 / 51427・428・429・430・431 ]口日

5B240・241・245 ]口口
5B246 

5B249・253
回目 I (5B254)コ

51456 

5B243 / 51459 ]日日

第3表政庁・官衛域変遷試案
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a1期(造営期前期)

b期(完成期)

• 

e 

!lt 

d賂(廃城期)

• 
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a2期(造営期後期)

c期(改修期)

[凡例1
.掘立柱建物跡

口掘立柱建物跡(完成せず)

.竪穴住居跡

※縮尺は任意

第7図政庁・官街域変遷試案
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政庁・宮街域全体模式図 (1: 2，000) 第8図



遺構名 棟方向田軸線{頃き +葺 造 柱問寸法(1尺=0.3m) 変遷 柱抜取 分類

SB500正殿跡 東西棟E6SS 5x2問(廻縁) 桁梁とも10尺等問、縁10尺等間 2期(縁改修) すべて A群

SB540東脇殿跡 南北棟N6SE 5x2間 U~，周溝) 桁梁とも10尺等問、縁4.5尺間 2期? すべて A群

SB580西脇殿跡 南北棟N6.5"E 5x2問(縁周溝) 桁梁とも10尺等問、縁4.5尺問 2期(縁改修) すべて A群

SB510南門跡 東西棟E6.5'S 八脚門 桁9・12・9尺問、梁8尺等間 I期 すべて A群

SB530東門跡 南北棟N6SE 棟門→四脚門 11尺間→桁13.5尺問、梁5.5尺等間 2期(建替) すべて A群

SB550北門跡 東西棟E6SS ? →八脚門 ?→桁9・12・9尺問、梁8尺等間 2期? すべて A群

SB570西門跡 南北棟N6.5"E 棟内→四脚門 11尺間→桁13.5尺問、梁5.5尺等間 2期(建替) すべて A群

SA511日隠塀 東西E6.5"S 3間 不同3.26・3.05・3.36m 1期 なし ? 

SB531建物跡 南北棟N8'55'E 3x2問(四面廊) 桁9尺等問、梁8尺等問、府8尺間 1期 なし C群

SB532建物跡 南北棟N7'O'E 6x3間(斜柱) 桁8尺等問、梁不同 l期 一部 C群

政 SB533建物跡 南北棟N7'30'E 2x5間(周溝) 材r6.5~9.5尺問、梁6.5尺等間 l期 なし C群

庁 SB534建物跡 南北棟N6SE 5x2間(周溝) 桁8.5尺等問、梁11尺等間 1期 すべて A群

SB535建物跡 南北棟N2'30'E 3x2間 不同 l期 なし C群

SA536柱列跡 東西E6SS 2問 10尺等間 1期 すべて ? 

SB571建物跡 南北棟N6.5"E 5x2問(周溝) 桁梁とも10尺等間 1期 なし B群

SB572建物跡 東西棟E6SS 5x2間(間仕切、周溝) 桁10尺等問、梁10.5尺等間 l期 一部 B群

SB574建物跡 南北棟N6.5"E 5x2間(周溝) 桁10尺等問、梁10.5尺等間 l期 一部 B群

SB575建物跡 南北棟N5'O'E 2x3問 桁梁不同 I期 なし C群

SB576建物跡 南北棟N6SE 5x2間(掘方修正) 桁梁とも10尺等間 l期 すべて A群

SA577柱列跡 南北棟N6SE 3問 不同 l期 なし ? 

SA578柱列跡 南北棟N2'O'E 4間 不同 l期 なし ? 

SB579建物跡 南北棟N6'O'E 3x2向(総柱、周溝) 桁梁不同 1期 なし C群

政庁建物一覧

遺構名 棟方向・軸線傾き f茸 造 柱間寸法(l尺=0.3m) 重複 柱抜取 分類

SB220建物跡 南北棟N9SE 5x2間 桁梁とも9尺等間 なし すべて I期

SB221建物跡 東西棟E6SS 5x2問(間仕切) 桁7.5・8尺問、梁10.5等尺 なし ほとんど E期

SB222建物跡 東西棟E6SS 5x2問(南腐) 桁8尺筒、梁9尺等問、府9~1O尺間 SB223 すべて E期

SB223建物跡 南北棟N7'45'E 3x2関 桁7尺等問、梁8尺等閑 SB222 なし I期

SB226建物跡 東西棟E3.5'S 3x2間 桁6.5尺等問、梁7尺等間 なし なし I期

南東官

SB227建物跡 東西棟E4SS 6x2問(南廟) 桁9尺等間、梁8.5尺等問、廟8尺問 なし 一部 I期

SB228建物跡 南北棟N7SE 3x2間 桁6.5尺、梁6.5尺 SB229 すべて I期

f酎 SB229建物跡 南北棟N7SE 5?x2間(間仕切) 桁8 ・ 5.5~6尺、梁8.5尺 SB228 すべて E期

SB230建物跡 東西棟E3.25'S 2x2間 桁8・5・9尺問、梁6尺強 なし なし I期

SB231建物跡 南北棟NOSW 6x2問(東府) 桁6尺等問、梁8.5尺等間、廟8尺問 なし 一部 I期

SB232建物跡、 東西棟E2.75'S 3x2間 桁9尺等問、梁8尺等間 なし なし I期

SB234建物跡 東西棟E6SS 3x1問 村r5.5・6.5尺問、梁6尺等間 なし なし E期?

SB255建物跡 南北棟N4.5'E 5x2問(東西廟) 桁8尺等問、梁8.5尺等問、廟7尺筒 なし すべて I期

SB240建物跡 南北棟N7'25'E 4x2間 桁7.5尺等問、梁10・10.5尺問 なし なし E期

街東官
SB241建物跡 南北棟N7'31'E 3x2間(南廟) 桁7・6.5尺問、梁8.5尺等問、廟10尺問 なし なし E期

SB245建物跡 南北棟N7'OO'E 2x1問 桁5尺等問、梁8尺問 なし 一部 E期

SB246建物跡 東西棟E7.5'S 5x2間(間仕切) 桁梁とも8尺等間 なし すべて E期

南 SB249建物跡 東西棟E4.5"S 5x2間 桁8尺等問、梁8.5尺等間 なし なし I期

街西r詰~ SB253建物跡 東西棟E4.5'S 4x2間 桁7.5・8尺問、梁7.5・9尺間 なし なし I期

SB254建物跡 南北棟N11.5"E 3x2問(未完成) 桁梁とも7尺等間 なし なし I期

官語i域建物一覧

第4表政庁・官街域建物一覧
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N 志波城跡出土鉄関連資料の金属考古学的調査結果

岩手県立博物館赤沼 英男

はじめに

史跡志波城跡は盛岡市の南西部，下太田方八丁他に所在する遺跡で，延暦22(803)年に坂上田村麻呂に

よって造営された陸奥田最北の城柵跡とされる。本遺跡の発掘調査は，昭和51年度の東北縦貫自動車道建

設にともなう調査から平成18年度まで，合計100次にわたって行なわれている。これまで政庁域における調

査では，正殿・東西の脇殿・東西南北の門・その他計18棟の掘立柱建物跡が，政庁周辺に形成されている

官街域の調査では，掘立柱建物跡や竪穴住居跡などが確認されている (1)。

第100次調査では，掘立柱建物跡 1棟(SB255)，竪穴住居跡 1棟(SI460)，および小ピットが検出された (2)O

SB255掘立柱建物跡およびその周辺からは，鉄片および鉄淳が出土し 建物周辺で鉄に関する生産活動が

行われていた可能性が高いものと推定された。

SB255建物跡は，その配置や構造等によって 9世紀初頭の志波城期に比定されている。出土した鉄関連

資料を調査することによって，東北地方北部の官営施設における鉄の獲得状況を推定するうえでの重要な

情報が得られる可能性がある。以下に， SB255掘立柱建物跡およびその周辺から出土した資料の金属考古

学的調査結果について報告する。

2 調査資料

調査資料は表lに示す13資料で，検出された遺構ごとに整理されている。調査資料は鉄片3点，小鉄塊

2点，鉄津8点に分類され，さらに鉄津8点はそれらの外観形状から，椀状津と塊状津に細分される。遺

構外の検出面から出土した資料については，共伴遺物がなく時代比定は困難とされたが，堆積関係をふま

え， SB255建物跡同様， 9世紀初頭の可能性が考えられた。

3 調査試料の摘出

調査資料をX線透過観察に供し，鉄片，鉄塊，および鉄淳の 3つに資料分類した。表lにはその結果が

記載されている。鉄片および鉄塊からの調査試料の摘出は，ダイヤモンドカッターを装着したハンドドリ

ル(以下，ハンドドリルという)を使い， X線透過観察結果を基に，残存状況が良好な部位から慎重に行っ

た。摘出した試料をさらに 2分し大きい方を組織観察に，小さい方を化学成分分析に用いた。鉄淳につい

ては，資料に 1~ 2cmの切り込みを入れ，切り込み面の一方から調査試料を摘出した。鉄片および鉄塊同

様，摘出した試料を 2分し，大きい方を組織観察に，小さい方を化学成分分析に供した。

4 調査方法

組織観察用試料はエポキシ樹脂に埋め込み，エメリー紙，ダイヤモンドベーストを使って研磨した。研

磨面を金属顕微鏡で観察し，地金の製造方法を推定するうえで重要と判断された領域，および鋼製鉄片に
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見いだされた非金属介在物を，エレクトロン・プロープ・マイクロアナライザー (EPMA)で分析した。

摘出した試料の約 3割がメタルによって構成されるNO.9については， EPMA分析終了後，ナイタール(硝

酸2.5mlとエチルアルコール97.5mlの混合溶液)で腐食し組織観察した。

化学成分分析用試料は表面に付着する土砂，錆をハンドドリルで丹念に削り落とし，エチルアルコール，

アセトンで超音波洗浄した。試料を130
0
C で2時間以上乾かし メタルと錆が混在したNO.9試料について

は直接，他についてはメノー乳鉢で粉砕した後テフロン分解容器に秤量し，塩酸，硝酸，およびフッ化水

素酸を使って溶解した。 溶液を蒸留水で定溶とし， T.Fe (全鉄)， Cu (銅)，ニッケル (Ni)，コバルト

(CO) ，マンガン (Mn)，リン (p)，錫 (Sn) チタン (Ti)，ケイ素 (Si)，カルシウム (Ca)，アルミニ

ウム (Al)，マグネシウム (Mg)，パナジウム (V)，枇素 (As)，モリブデン (Mo)，およびいおう (S)

の16元素を，高周波誘導結合プラズマ発光分光分析法 (ICP-AES法)で分析した。

5 調査結果

5-1 鉄片および鉄境から摘出した試料の組織観察結果

No.7， No.8，および、No.l3から摘出した試料は錆化が著しく，いたるところに亀裂や空隙がみられる。特

にNO.8および、NO.9は試料中心部分が錆化によって失われている(図 1)0NO.8および'No.l3から摘出した試

料には，微細な線状の空隙 (Cm)が層状に並び，島状領域を形成した組織が観察される。これまでに行わ

れた錆化組織の観察結果に基づけば (3)(4) 空隙Cmはセメンタイト (Fe3C)の欠落孔と推定される。空隙

Cmによって構成される島状領域をパーライトとし，錆化による結晶の膨張を無視すると，標準炭素鋼との

比較によって，錆化前の地金の炭素量は， NO.8で、は0.3-0.4mass%， No.l3で、は0.2-0.3mass %とみることが

できる。 NO.3および、NO.7から摘出した試料は錆化が著しく 錆化前の地金の炭素量を推定できる組織を見

出すことができなかった。

NO.7から摘出した試料には，暗灰色を呈する領域 (XT)の周縁部を，灰色領域が取り囲んだ領域からな

る析出物によって構成される非金属介在物がみられる(図 1，写真 1)0EPMAによって領域XTは60mass

%を超えるTiを含有することがわかった。 NO.8から摘出した試料には，酸化鉄(10)とマグネタイト (Mag)

によって構成される領域が混在した灰色領域， Fe-Mg-Si 0系化合物 (XF)，および微細粒子が混在す

るガラス化した領域 (Ma)からなる非金属介在物が見出されている o No.l3から摘出した試料には，酸化

鉄 (10)，Fe-Ti-Al-O系化合物 (XT)， Fe -Mg-Si -0系化合物 (XF)，および微細粒子が混在する

ガラス化した領域 (Ma)からなる非金属介在物が検出されている。

既述のとおり， NO.9 (図 2al)から摘出した試科は約 3割がメタルによって構成されていたので，ナイ

タールで腐食した。メタル部分はその全域が強く腐食されている。マクロエッチング組織(図 2b1) Reg.l 

内部は， レーデブライト組織と黒色を呈するパーライト組織〔αFeとセメンタイト (Fe3C)の共析組織〕

によって構成される(図 2Cl)。領域Reg.2はパーライトと初析セメンタイト (PCm)からなる(図 2Cz) 0 

NO.9は銑鉄と過共析鋼が混在した小鉄塊である。マクロエッチング組織領域Reg.3は明灰色領域と暗灰色領

域からなる。前者は酸化鉄 (10) とやや培灰色を呈したFe-Ti-Aト O系領域 (XT)が混在した組織，

後者はFe-Mg-Si-O系化合物 (XF)，および微細粒子が混在するガラス化した領域 (Ma)によって構

成される(図 2d1 • d2，写真 1)0NO.3から摘出した試料は錆化が著しく，錆化前の地金を見出すことがで

きなかった(図 2el. e2)。

22 



5-2 鉄片および鉄塊から摘出した試料の化学組成

No.7， No.8，およびNo.l3の3鉄片， No.3小鉄塊のT目Feは31~53mass% と低レベルで，相当に錆化が進ん

だ試料が分析されている。 NO.7. NO.8 . No.l3鉄片，および、NO.9鉄塊からは0.005mass%を上回るCu，Ni， 

およびtco三成分が検出されている(表2・表3)。

5-3 鉄浮から摘出した試料片の組織観察結果

No目2は椀状i宰で¥外面には局所的に溶融または部分溶融した粘土状物質が固着している。摘出した試料

にはいたるところに大小多数の空隙がみられる。マクロ組織Reg.lおよびtReg.2内部のEPMAによる反射電

子組成像 (BEI)は，酸化鉄 (IO)，Fe一Mg-Si-Q系化合物 (XF)， Fe -Al -Q系化合物 (Ha)，および

微細粒子が混在したガラス化した領域 (Ma)からなる(図 3)0NO.5椀状浮から摘出した試料は，局所的

に微細なFe-Ti-AI-Q系化合物 (XT)が析出している点を除き， No.2とほぼ同様の鉱物組成をとる(図

3) 0 NO.6椀状浮から摘出した試料のReg.l内部は， No.5Reg.lおよび、Reg.2内部とほぼ同様の鉱物組成によっ

て， Reg.2内部は酸化鉄 (IO)および微細粒子ガ混在するガラス化した領域 (Ma)によって構成される

(図3，写真1)。

No.lから摘出した試料はその全域がガラス化した領域 (Gl)からなり，局所的に酸化ケイ素 (Qtz:石英

と推定される)および斜方輝石 (Qpx)が析出している(表4・5，図4，写真 1)0 NO.4から摘出した試料

は化学組成の異なるガラス化した領域(GiJ， G12)によって No.l2から摘出した試料はガラス化した領域(Gl)

に酸化ケイ素 (Qtz)が析出した組織からなる(表4・5，図 4)0 No.lOから摘出した試料もガラス化した

領域を主体とするが，局所的に酸化鉄 (IO)，磁鉄鉱 (Mag)， Fe-Mg-Si-Q系化合物 (XF)，および微

細粒子を内包するガラス化した領域 (Ma)からなる鉄津が混在している。 No.l1から摘出した試料は酸化

ケイ素 (Qtz)，斜長石 (pl)，およびカリ長石 (Kts)によって構成される(表4・5，図4)0 No.l1 は花商

岩砕屑物を主体とする砂状物質によって構成されていると推定される。

5-4 鉄浮から摘出した試料の化学組成

No.2， No.5，および、NO.6のT.Feは39~68mass% ， SiおよびAlはそれぞれ5~ 16mass%， 1 ~ 4 mass%であ

る。 Tiは3試料とも 2mass%未満である(表4)。調査した 3つの椀状淳は，酸化鉄と粘土状物質が反応

し，生成した鉄淳とみることができる。

No.l， No.4， No目10，No.ll，および、No.l2のT.Feは2~18mass%で，上記 3 試料に比べ低レベルで、ある。

Si， Al はそれぞれ24~33mass% ， 6~ 9 mass%で，化学組成と 5-3の組織観察結果はよく整合する。

6 考察

6-1 古代における銅製造法

古代の銅製造法については複数の方法が提案されている。製錬産物である鉄は炭素量に応じ，鋼と銑鉄

に分類される。製錬炉で得られた鉄から極力鋼部分を摘出し，含有される不純物を除去するとともに，炭

素量の増減を行なって目的とする鋼を製造する。そのようにして製造された鋼を使って，製品鉄器が製作

されたとする見方がある (5)。製錬炉で直接に鋼がっくり出されるという意味で，この方法は近世たたら吹

製鉄における錦押法 (6)によって生産された鉄塊を純化する操作に近似する。また，この方法によって得

られた鉄〔炭素量が不均一で鉄津が混在した鉄(主に鋼からなるが銑鉄も混在すると考えられている)Jを
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精製し目的とする鋼に変える操作は 精錬鍛冶 (5)と呼ばれている。古代に鋼を溶融する技術は未確立で

あったと考えられるので(溶融温度は炭素量によって異なるが炭素量O.l~O.2mass%の鋼を溶融するため

には少なくとも炉内温度を1550t以上に保つ必要がある) 主として鋼から成る鉄から鉄淳を分離・除去

する際の基本操作は加熱・鍛打によったと推定される。組成が不均一な鉄から純化された鋼を得る操作に

精錬鍛冶という用語が用いられたのは，上述の事情によるものと推察される。

野しい数の鉄仏や鉄鍋，鉄釜をはじめとする鋳造鉄器の普及が示すように(7)(8) 遅くとも 9世紀には銑

鉄を生産する技術，すなわち炉内で生成した銑鉄を炉外に流し出す製錬法が確立されていたとする見方が

提示されている。得られた銑鉄を溶解し鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が製作される。また，生産

された銑鉄を脱炭することにより鋼の製造も可能となる。この方法による鋼製造は銑鉄を経由して鋼が製

造されるという意味で，間接製鋼(鉄)法(9) に位置づけられる。銑鉄を脱炭する方法のーっとして，近

世たたら吹製鉄における大鍛冶 (6)がよく知られている。たたら吹製鉄には銑押法と釦押法の2つの方法が

ある。後者における生産の主目的物は釦鉄(主として鋼からなる鉄塊).前者は炉外に流し出される銑鉄

で¥副生成物として炉内に錦鉄もできる。銑押法において錦鉄は操業の妨げになるので，鉄棒をたえずず、炉

内に入れ炉外に取り出すようつとめたという(側1川ω0ω)

このようにして生産された銑鉄は鍛冶場に運ばれる O そこでで、はまずず、火床炉の炉底に木炭を積み，その上

に銑鉄を羽口前にアーチ形に積み重ね，さらに小炭で、覆った後底部に点火する。積み重ねられた銑鉄は内

部にあるものから溶融し，滴下する。この時 羽口先付近の酸化性火焔にふれ酸化され，鋼(左下鉄)と

なる。ここまでの操作は「左下」と呼ばれる。左下鉄は製錬時の副生成物である釦鉄とともに再度同じ火

床炉にアーチ状に積まれ，上述と同様にして脱炭が図られる。脱炭が十分に進んだ、ところで金敷の上にの

せられ，加熱・鍛打によって鉄淳の除去と整形がなされる。後者は「本場jと呼ばれる。上記の「左下j

と「本場J.2つの操作を経て包丁鉄を造る方法が大鍛冶と呼ばれている (6)。上述から明らかなように，大

鍛冶における「本場」の操作内容は出発物質が異なるものの，基本的に先に述べた精錬鍛冶とほぼ同じと

みることができる。

大鍛冶では空気酸化によって局所的に銑鉄の脱炭が図られるが，溶銑(溶融した銑鉄)を準備し，酸化

物の接触または空気酸化によって脱炭する方法が既に古代に行われていたとする見方が出されてい

る (11)(12)。この方法の場合，溶銑の確保とそれを脱炭するための設備・道具が不可欠で、あり，現在その点に

ついての検討が進められている。

上記から明らかなように 古代には鉄に関する生産設備として少なくとも①製錬炉，②溶解炉(鋳造鉄

器製作のために使用する銑鉄を溶解する炉).③精錬炉，および④鍛冶炉の4つがあった可能性がある。さ

らに，製錬炉としては主として銑鉄を生産するための炉と，主として鋼からなる鉄を生産するための炉が，

精錬炉については銑鉄を局所的に溶融し脱炭して鋼を製造するための炉と?容銑を準備した後それを脱炭

して鋼を製造するための炉(設備)が，鍛冶炉については精錬鍛冶炉と鍛錬鍛冶炉(小鍛冶炉)があった

可能性があり，検出された炉跡の残存状況，出土資料の形状および組成でただちに生産内容を特定するこ

とはきわめて危険で、ある。出土鉄津の成因推定に当っては， と記を考慮のうえ進める必要がある。

6-2 微量元素による調査鉄片・鉄塊の分類

6 -1で述べたとおり，古代には複数の鋼製造法があった可能性が高い。いずれの方法が用いられたと

しても，多段階の工程を経て目的とする鋼が製造されたことは確実である。出発物質として同ーの製鉄原

料が使用されたとしても 製造方法や製造条件に応じ最終的に得られる鋼の組成にはばらつきが生じる。
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従って，金属考古学的調査結果， とりわけ摘出した試料の組成分析結果を単純に比較するという解析方法

では，実態を反映した資料の分類結果を得ることは難しい。製造法の如何に係わらず，地金を精度高く分

類する方法の確立が必要である。

表2および表3に示す化学成分のうち， CU， Ni，および、Coは鉄よりも錆にくい金属のため，一度メタル

中に取り込まれた後はそのほとんどが鉄中にとどまる。従って 合金添加処理が行われていなかったとす

ると，その組成比は銅製造法の如何に係わらず製鉄原料の組成比に近似すると推定される(日)。図 5al，図

5 b 1 にはO.005mass%以上のNiを含有するNo.7~No.9，および、No.l3をプロットした。なお，図において非

金属介在物巾に鉄チタン酸化物が見出された鉄片・鉄塊を黒丸(・)，鉄チタン酸化物が見出されなかった

鉄片・鉄塊を白丸 (0)，非金属介在物が見出されなかった鉄片および鉄塊を白三角(ム)で示した。図5

alおよび、b1には比較試料として，これまでに実施した志波城跡出土鉄器 (SRf1 ~SRf 4 )および宮城県栗

原市伊治城跡出土鉄器 (IRf5 ~ IRf 7) (凶もプロットした。

図5al，図 5b1のいずれにおいても，NO.7および~No.9の 2 資料は領域Aに， No.8， SRf3， IR 5 Sal . Sa2， 

IRf6の4資料は領域Bに分布する。領域Aの分布状況からは， NO.9小鉄塊を素材としてNo目7鋼製鉄片が製

作された可能性が高いことを指摘できる。領域Bの中にはこれまでに実施した志波城跡出土鉄鉱 (SRf3)， 

および伊治城跡出土斧 (IRf5 Sal . Sa2)，および鉄鉱 (IRf6 )が分布する。志波城に先行して設置された

伊治城から志波城に，鉄器または鉄器を製作するための素材(原料鉄)がもたらされていた，あるいは伊

治城および志波城に，共通の鉄器または原料鉄を供給する地域が準備されていた可能性を考えることがで

きる。

伊治城跡出土資料と並行して，赤井遺跡，名生館遺跡出土鉄器，および常陸国官街関連遺跡(長者屋敷

遺跡，武田西塙遺跡，武田原前遺跡，鹿の子C遺跡，および厨台遺跡)の 7 世紀末~9 世紀後半に比定さ

れる鉄器の金属考古学的調査が行われ，以下の3点が指摘されている問。①東北地方の太平洋側に立地す

る官街関連遺跡では， 7世紀後半から 8世紀初頭に鉄器または原料鉄の獲得ルートが変化した可能性が高

い，②常陸国官街関連遺跡出土鉄器の中には東北地方の官街関連遺跡出土鉄器とほぼ同じ化学組成をとる

鉄器がみられるものの，その多くは化学組成が異なっている ③ 8~9 世紀に比定される志波城跡と名生

館遺跡出土鉄器にも素材となった地金の組成に共通性がみられる。この結果に図5の結果を加味すると，

8世紀から 9世紀の東北地方北部の太平洋側に立地する官街関連遺跡に製品鉄器または原料鉄を供給した

共通の地域が存在していた可能性を考えることができる。未だ調査がなされていない郡山城跡，多賀城跡，

および胆沢城跡などから出土した鉄器の金属考古学的調査を実施し，これまでの調査結果と重ね合わせる

ことによって，この点を明確にすることができると思われる。なお，東北地方北部に分布する終末期古墳，

およびほほ同時代に比定される北海道の土坑墓出土鉄器の調査結果に基づけば， 日本i海毎側に分布する終末

期古墳出土鉄器と太平洋側に立地する終末期古墳出土鉄器の組成に差異がみられることが報告されてい

る (1凶附8

鉄器または原料鉄の獲得方法は 太平洋側に所在する関連施設とは異なつていた可能性がある O この点に

ついての解明も今後の課題としたい。

6-3 推定される遺跡内における生産活動

SB255建物跡からは，溶融または部分溶融した粘土状物質 (No. 1O~No.l2)，小鉄塊 (No目9)，および鋼製

鉄片 (No.7・8・13)が見出されている。 SB255またはその周辺で，鉄に関する生産活動が行われていた

可能性が高く，鋼製造と銅製鉄器の製作，および、利用価値を失った銅製鉄器の再利用が図られていた可能
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性を考えることができる。ほほ溶融しガラス化した粘土状物質は 生産設備または道具の一部とみなすこ

とができるが，小片であり，その特定は難しいo No.l1の鉱物組成を考え合わせると，生産設儒または道具

の素材に花両岩砕屑物の使用が想定される。この点については今後の調査を通して吟味すべき課題である。

SB255建物跡に隣接する区域から出土したNo.2，NO.5，および、NO.6は，椀状淳の一部である。椀状津につい

ては固体鉄を加熱・鍛打する際に破砕された鉄淳が火窪炉の中に入り込み，火窪炉の底で固化することに

よって生成した， とする見方がある。飛散物が炉内で溶融または部分溶融した後，溶着を繰り返し，炉底

部の形状を反映した形で固化したとする見方である。これとは別に 銑鉄の脱炭操作に伴う生成を考える

ことができる。あらかじめ作成した椀状の設備(容器)の中に，別途準備した溶融銑鉄を装入し，必要に

応じて造淳材を加えた後，空気酸化によって銑鉄を脱炭し舗を製造する操作，あるいは椀状の設備または

容器の中に溶銑を生成させた後 外熱を加えながら酸化鉄を含む造i淳宰材と長時間接触させ鋼を製造する操

作過程での生成でで、ある(l日町5

される o SB255建物跡からは，気道内径が3cm未満の羽口先端部2点が出土している (2)。先端部から摘出

した試料は，ガラス化した領域のいたるところに酸化鉄が析出した組織をとる。 溶融銑鉄中の鉄が空気酸

化によって酸化・飛散し 羽口先に固着した可能性があることを示している。 NO.9鉄塊中にレーデブライ

ト組織が見出されていること 1990年に実施した調査において 平面が三角形を呈する銑鉄の小塊が見出

されていること (20)をも加味すると，志波城跡内において銑鉄の脱炭による鋼の製造が実施されていた可能

性は多分にある。 SB255建物跡および隣接する区域から椀状淳と共に検出された粘土状物質は，椀形容器

または設備の一部と見ることもできるが，この点も含め遺跡内における銑鉄脱炭の実施については，今後

の発掘調査の中で吟味すべき課題である。

7 まとめ

志波城跡出土鉄関連資料の金属考古学的解析を行ったところ，以下の3点が明らかとなった。

① 志波城には，ほほ同時代に複数の地域から鉄器または原料鉄が運び込まれていた可能性が高い。

② 志波城に先行して設置された伊治城跡出土鉄器と 志波城跡の出土鉄器地金組成には共通性が認めら

れる。伊治城から志波城に鉄器または原料鉄がもたらされていた，または伊治城および志波城に，共

通の鉄器または原料鉄を供給する地域が用意されていた可能性を考えることができる。赤井遺跡およ

び名生館遺跡出土鉄器にも同様の傾向がみられることを考え合わせると， 8世紀から 9世紀に，東北の

太平洋側に所在する官街関連遺跡に広く，製品鉄器または原料鉄を供給した地域が存在していた可能

性を考える必要がある。

③ 志波城跡では銅製造と銅製鉄器の製作，および、利用価値を失った銅製鉄器の再利用が図られていた可

能性がある。銅製造方法として銑鉄脱炭が想定されるが この点については今後の発掘を通して解明

すべき課題である。
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写真1
No.l・No.5・ No.7. No.9から摘出した試料の EPMAによる反射電子組成像 (BEI)と含有元素濃度分布の複合力ラーマップ
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図1 No.7・ No.8.No.13から摘出した試料の組織観察結果

組織観察試料は外観の矢印を付した部分から摘出。仁mはセメンタイト (Fe3仁)またそはその欠落孔。 BEI:EPMAによる

反射電子組成像、 XT: Fe-Ti-AIーO系化合物、 XF: Fe-Mg-Si-O系化合物、 10:Fe-O系化合物(酸化鉄)0Mag:マグネ

タイト、 Ma:微細粒子が混在するガラス化した領域。
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Sa， 
a， 

b， 

No.9 Reg.l 。 lcm 。 5汁1m

C， d， 

C2 

e， e2 

No.3 

o lcm 。 5mm 

図2 No.9' No.3から摘出した試料の組織観察結果

a，組織観察試料は外観の矢印を付けた部分から掘出。わ，摘出した試料はナイタールでエッチング。

c，・ C2:それぞれb，Reg.l、Reg.2内部のミクロエッチング組織。 L:レーデブライ卜組織。 d，・d2:それぞれ

b，Reg.3内部の EPMAによる反射電子組成像(BEI)とd，Reg.l枠内部の拡大。 10: Fe-O系領域、 XT: Fe-Ti-AI-O 

系領域、 XF: Fe-Mg-Si-O系化合物、 Ma:微細粒子が混在するガラス化した領域。 P仁m:初折セメンタイト o

e， . e2 : No.3の外観と描出した試料のマク口組織。
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図3 No.2・ No.5. NO.6から摘出した試料の組織観察結果

組織観察試料は外観の矢印を付した部分から摘出。 10: Fe-O系化合物、 XT: Fe-Ti-AI心系化合物、

XF : Fe-Mg-Si-O系化合物、 Ha: Fe-AIーO化合物、 Ma:微細粒子が混在するガラス化した領域。
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図4 NO.l・No.4・ NO.l0・NO.ll・NO.12から摘出した試料の組織観察結果

組織観察試料は外観の矢印を付した部分から摘出。 10:Fe四O系化合物、 XF: Fe-Mg-Si-O系化合物、 Qtz:酸化ケイ素

(石英と推定される)、 Opx:斜方輝石、 PI:斜長石、 Kfs:力リ長石、 Mag:マグネタイト、 GI:ガラス化した領域。

微細粒子が混在するガラス化した領域。
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9寺+十コ

u 
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IKt!:>:::ia， .SRfl 
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Ni** 

図5 No.7-No.9およびNO.13から摘出した試料片に含有される仁u.Nト.Co三成分比

No.は表1に対応。 SRfl"'-' SR向:志波城跡出土鉄器、 IRf5Sa 1・SaバRf7:伊治城跡出土鉄器。O非金属介在物に鉄

チタン化合物が検出されない鉄器、・:非金属介在物に鉄チタン化合物が検出された鉄器、ム:非金属介在物が検出

されなかった鉄器。 Cゲ:(mass%Co) I (mass%Ni)、cu*:(mass%仁u)I (mass%Ni)、Ni**: (mass%Ni) I (mass%仁0)、

Cu** : (mass%仁川I(mass%仁0)。
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V 写真図版



第 1~版

外郭東辺北部(第99次)調査区全景 外郭東辺北部(第99次)80030外大溝跡東壁

外郭東辺北部(第99次)80030外大溝跡西壁

外郭東辺北部(第99次)80030外大溝跡西壁

外郭東辺北部(第99次)調査作業風景 政庁北方(第100次 B区)調査区全景(北から)
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第2図版
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南東官街域(第100次A区)
調査区全景(北東から)

南東官街域(第100次A区)
調査区全景(南東から)

南東官街域(第100次 A~)
調査区全景(南西から)



南東宮街域(第100次)S8255建物跡

全景(南から)

掘方1

掘方4

掘方7

南東官街域(第100次)S8255建物跡

全景(南から)

掘方2

掘方5

掘方8

南東官街域(第100次)SB255建物跡掘方

第3図版

掘方3

掘方6

掘方9
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第4図版

掘方10 掘方11 掘方12

掘方13 掘方14 掘方15

掘方16 掘方17 掘方18

掘方19 掘方20 掘方21

掘方22 掘方23 掘方24

南東宮街域(第100次)S8255建物跡掘方
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掘方25 掘方26

南東官衝域(第100次)SB255建物跡掘方

南東宮街域(第100次)
小ピット群検出状況

(南から)

南東宮街域(第100次)
SI460竪穴住居跡検出状況

(西から)

第5図版

南東官街域(第100次)
調査作業風景
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第 6図版
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